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都
本
部
は
2
0
2
0
春
闘
方
針
で
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
独
自
課
題
点
検
行
動
の
推

進
」を
掲
げ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
活
動
の
中
心
は
労
働
条
件
の
改
善
で
あ
り
、
そ
の
原
点
は
、

『
組
合
員
の
声
』
を
反
映
し
、
要
求
・
交
渉
す
る
こ
と
だ
。「
独
自
課
題
点
検
行
動
」
は
、
各

単
組
に
お
い
て
配
置
人
員
、
賃
金
・
任
用
制
度
は
も
と
よ
り
、
職
場
の
課
題
に
対
す
る
組
合
員

の
声
を
集
め
、
職
場
要
求
を
取
り
ま
と
め
る
運
動
で
あ
る
。

自
治
労
本
部
の
2
0
2
0
春

闘
方
針
で
掲
げ
ら
れ
た
「
参
加

す
る
春
闘
」
の
具
体
化
と
し

て
、
都
本
部
は
、「
独
自
課
題

点
検
行
動
の
推
進
」
を
掲
げ

た
。こ

の
取
り
組
み
で
は
、
組
合

員
の
声
を
集
め
る
取
り
組
み
を

起
点
と
し
て
、
各
単
組
で
独
自

要
求
書
を
作
成
し
、
労
使
交
渉

の
実
施
を
求
め
て
い
る
。
春
闘

や
賃
金
確
定
闘
争
と
い
っ
た
都

本
部
の
統
一
闘
争
は
、
闘
争
方

針
に
基
づ
く
「
統
一
要
求
書
」

を
各
単
組
か
ら
当
局
に
提
出

し
、
闘
争
方
針
で
掲
げ
る
妥
結

指
標
の
到
達
に
よ
り
、
す
べ
て

の
単
組
で
一
定
の
労
働
条
件
の

確
保
を
め
ざ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
職
場
実
態
や
抱
え

て
い
る
課
題
は
単
組
ご
と
に
異

な
っ
て
い
る
。
統
一
要
求
書
だ

け
で
は
網
羅
で
き
な
い
各
単
組

課
題
へ
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

「
独
自
課
題
点
検
行
動
」
の
狙

い
の
1
つ
だ
。

さ
ら
に
、
近
年
、
労
働
組
合

の
組
織
率
の
低
下
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
一
因
と
し

て
、
労
働
組
合
の
活
動
が
組
合

員
に
と
っ
て
「
見
え
に
く
い
」

と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
「
独

自
課
題
点
検
行
動
」
は
、
組
合

員
の
声
（
意
見
）
を
集
め
、
具

体
の
要
求
に
取
り
ま
と
め
、
労

使
交
渉
を
実
施
し
て
い
く
取
り

組
み
だ
。
組
合
員
が
身
近
で
感

じ
る
課
題
を
各
単
組
の
労
使
交

渉
で
取
り
上
げ
、
そ
の
結
果
を

組
合
員
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

で
、
組
合
員
に
労
働
組
合
の
役

割
や
必
要
性
を
し
っ
か
り
示
し

て
い
く
、
と
い
う
も
う
1
つ
の

狙
い
も
あ
る
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
組
合
員
が
い
る
こ
と
や
、
口

に
出
し
て
話
さ
な
い
秘
め
た
る

思
い
を
抱
え
て
い
る
組
合
員
な

ど
、
多
く
の
組
合
員
の
思
い
を

受
け
止
め
、
身
近
な
職
場
課
題

に
重
き
を
お
い
た
労
使
交
渉
を

通
じ
て
、
組
合
員
と
の
信
頼
関

係
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
、

「
独
自
課
題
点
検
行
動
」
を
提

起
し
て
い
る
。

都
本
部
は
、
2
0
2
0
春
闘

方
針
を
決
定
し
た
2
月
以
降
、

単
組
へ
の
訪
問
活
動
を
実
施

し
、
こ
の
「
独
自
課
題
点
検
行

動
」
を
6
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
取
り
組
み
、
10
月
以
降
の
2

0
2
0
賃
金
確
定
期
に
お
い

て
、
要
求
書
の
提
出
を
め
ざ
そ

う
と
要
請
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
束
せ
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
新
た
な
課
題
も
浮
上
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
組
合
員
の
声
を
集
め
、

要
求
と
し
て
い
く
取
り
組
み
は

さ
ら
に
重
要
さ
を
増
す
。
改
め

て
労
働
組
合
活
動
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
都
本
部
全
体
で
「
独

自
課
題
点
検
行
動
」
を
推
進
し

よ
う
。

過
去
最
多
の
22
人
が
立
候
補

し
た
東
京
都
知
事
選
挙
は
、
現

職
の
小
池
都
知
事
が
再
選
を
果

た
し
た
。
59
・
7
％
と
い
う
得

票
率
で
の
当
選
は
、
予
想
さ
れ

た
と
お
り
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。

自
治
体
の
首
長
選
挙
は
現
職

有
利
と
言
わ
れ

る
。
都
民
は
リ
ス

ク
を
伴
う
変
化
よ

り
も
現
状
維
持
を

選
択
し
た
。
選
挙

戦
の
前
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
連
日
マ

ス
コ
ミ
に
露
出
し
て
、「
ク
ラ

ス
タ
ー
」「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
」「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」な
ど
、耳

慣
れ
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
を
連
発

し
て
注
目
を
集
め
る
手
法
は
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
印
象

付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

2
期
目
を
迎
え
て
、
ま
ず
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
、
感
染
が
広
が
る
ば
か
り

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
7
月

の
新
規
感
染
者
は
連
日
3
桁
で

推
移
し
、
周
辺
県
に
も
波
及
し

て
い
る
。

東
京
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
た
め
都
の
財
政
調
整
基
金

を
95
％
近
く
取
り
崩
し
、
残
高

は
5
0
0
億
円
も
割
り
込
む
見

通
し
で
あ
る
。
都
は
今
後
、
都

債
の
発
行
や
昨
年
度
の
予
算
の

剰
余
金
な
ど
で
財
源
を
確
保
し

て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
が
、

税
収
が
減
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
中
、
今
後
の
財
源
の
確
保
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。

こ
の
4
年
間
の
小
池
都
政
を

振
り
返
る
と
、「
都
民
が
決
め

る
。
都
民
と
進
め
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
訴
え
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
最
前
線
に
立
つ

都
立
・
公
社
病
院
の
独
立
行
政

法
人
化
を
一
方
的
に
推
進
し
、

羽
田
空
港
の
離
着
陸
便
が
都
心

上
空
を
低
空
飛
行
す
る
新
ル
ー

ト
の
運
用
で
も
、
地
元
の
不
安

の
声
に
耳
を
貸
す
こ
と
も
無

く
、
国
と
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
き
た
。
公
約
と
し
て
掲
げ
た

「
7
つ
の
ゼ
ロ
（
待
機
児
童
ゼ

ロ
、
残
業
ゼ
ロ
、
満
員
電
車
ゼ

ロ
、
ペ
ッ
ト
殺
処
分
ゼ
ロ
、
介

護
離
職
ゼ
ロ
、
都
道
電
柱
ゼ

ロ
、
多
摩
格
差
ゼ
ロ
）」は
、「
達

成
ゼ
ロ
」と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。

連
合
東
京
は
、
構
成
組
織
の

政
策
実
現
に
む
け
て
、
政
策
協

定
を
締
結
し
た
上
で
小
池
知
事

を
支
持
し
た
。
連
合
東
京
杉
浦

会
長
は
、
支
持
を
し
た
責
任
と

し
て
都
政
に
向
き
合
い
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
っ
て
い
く
と
表

明
し
て
い
る
。

1
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
も
感
染

症
の
動
向
次
第
と

な
る
。
2
期
目
の

小
池
都
政
は
冒
頭

か
ら
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
る
。

政
治
家
で
あ
る
以
上
実
行
力

は
欠
か
せ
な
い
。
1
期
目
で
掲

げ
た
公
約
で
実
現
し
た
の
は
皆

無
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
都

民
は
信
任
し
た
の
で
あ
る
。
言

葉
を
守
り
、
都
民
の
期
待
に
応

え
て
ほ
し
い
。

東
京
都
政
に
期
待
す
る
も
の

〜
都
知
事
選
を
終
え
て
〜

▲独自課題点検行動について提起する栗田副委
員長（都本部2020春闘討論集会／2月1日）

染

裕

之

2
0
2
0
人
勧
期
署
名
行
動

組
合
員
1
人
1
筆
の
取
組
を

人
事
院
は
本
年
の
勧
告
に
む

け
て
、
遅
れ
て
い
た
職
種
別
民

間
給
与
実
態
調
査
の
う
ち
、
賞

与
等
の
調
査
を
6
月
29
日
か
ら

先
行
実
施
し
て
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
、
月
例
給
の
調
査
が

現
在
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
例
年
に
な
い
不
透
明
な
状

況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

公
務
員
・
独
立
行
政
法
人
職
員

・
政
府
関
係
企
業
職
員
の
組
合

で
構
成
す
る
公
務
員
連
絡
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
職
務
・
職

場
環
境
の
改
善
を
求
め
、
人
事

院
総
裁
に
対
し
署
名
行
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

民
間
の
賃
金
・
雇
用
情
勢
が

厳
し
い
環
境
に
あ
る
今
、
本
署

名
を
通
じ
、
質
の
高
い
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
職
員

・
組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
公
務
員
連
絡
会
に
結
集
し
、

要
求
の
実
現
を
は
か
ろ
う
。

（
署
名
用
紙
は
所
属
の
組
合
事

務
所
へ
）

署名における人事院総裁への要求事項
①2020年の給与改定勧告に当たっては、職員の
月例給与の水準の維持を最低として、公平・
公正で客観的な官民比較に基づくこと。
②一時金については、精確な民間実態の把握と
官民比較を行い、職員の生活を守るために必
要な支給月数を確保すること。
③勧告に当たっては、公務員連絡会との交渉・
協議、合意に基づき行うこと。
④新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、公務
職場の実態を踏まえた感染防止や安全確保を
強化するとともに、関連業務をはじめとする
給与・労働条件を改善すること。また、この
間の人事院の対応について、公務員連絡会と
の交渉・協議による検証と、それを踏まえて
改善をはかること。

自 治 労
公務員連絡会

「
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
」
と
い

う
考
え
方
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
▼
災

害
発
生
時
、
公
的

な
支
援
物
資
は
す

ぐ
に
は
届
か
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
も
人
が
殺

到
し
、
す
ぐ
に
商
品
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
て
、
非
常
食
や
防
災

グ
ッ
ズ
等
を
準
備
し
て
い
る

方
も
多
い
だ
ろ
う
▼
こ
れ
ま

で
備
蓄
は
3
日
分
あ
れ
ば
大

丈
夫
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
広

範
囲
に
及
ぶ
大
地
震
で
は
1

週
間
分
の
備
蓄
が
望
ま
し
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
の
買
占
め
行
動

は
記
憶
に
新
し
い
が
、
第
2

波
、
第
3
波
の
襲
来
に
よ
っ

て
、
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
▼
そ
の

時
に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食
材

や
日
常
品
を
買
い
足
し
、
古

い
も
の
か
ら
消
費
す
る
と
い

う
の
が
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
ク
」
で
あ
る
。
多
発
す
る

自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、

自
分
自
身
で
命
を
守
る
行
動

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
是

非
、
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

（
笹
川
）

東奔西走
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独
自
課
題
点
検
行
動
を
推
進
し
よ
う自

治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長（
代
理
）

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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1
9
5
0
年
代
後
半
に
起
き

た
中
国
共
産
党
の
反
右
派
闘
争

で
粛
清
さ
れ
、
ゴ
ビ
砂
漠
の
夾

辺
溝
に
あ
る
再
教
育
収
容
所
へ

送
ら
れ
た
人
々
。
ぎ
り
ぎ
り
の

食
料
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
過
酷

な
労
働
を
強
い
ら
れ
、
劣
悪
な

環
境
で
多
く
の
人
が
餓
死
し

た
。
生
き
抜
い
た
人
々
が
語
る

壮
絶
な
体
験
と
、
収
容
所
時
代

の
墓
地
跡
に
散
乱
す
る
人
骨
か

ら
、
置
き
去
ら
れ
た
死
者
た
ち

の
魂
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
百
家
争
鳴
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
信
じ
自
由
に
発
言
し
た
ら

「
右
派
」と
呼
ば
れ
、
55
万
人
も

の
人
々
が
収
容
所
に
送
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
王
兵
監
督

は
『
鳳
鳴
フ
ォ
ン
ミ
ン
―

中

国
の
記
憶
』（
2
0
0
7
）、『
無

言
歌
』（
2
0
1
0
）で
も
反
右

派
闘
争
を
追
い
続
け
、
い
ま
だ

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
中

国
史
の
闇
を
追
求
し
て
い
る
。

大
飢
饉
が
重
な
り
収
容
所
は

地
獄
に
な
っ
た
。
生
還
率
10
％

と
も
い
わ
れ
た
収
容
所
を
生
き

延
び
た
人
た
ち
。
そ
の
後
、
開

拓
地
と
し
て
頒
け
ら
れ
た
そ
の

地
で
暮
ら
す
農
民
た
ち
。

2
0
0
5
年
か
ら
2
0
1
7

年
ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
1
2
0

人
の
証
言
、
6
0
0
時
間
に
及

ぶ
映
像
か
ら
本
作
は
ま
と
め
ら

れ
た
。
8
時
間
以
上
に
渡
る
作

品
だ
が
、
収
容
所
の
背
景
や
状

況
を
提
示
す
る
第
1
部
。
衝
撃

的
な
収
容
所
の
飢
餓
状
況
の
第

2
部
。
収
容
所
の
係
員
だ
っ
た

人
の
証
言
も
あ
る
第
3
部
と
分

か
れ
て
い
る
。

厳
し
い
体
験
を
し
た
人
た
ち

の
言
葉
は
ず
し
り
と
重
く
苦
し

い
。
多
く
の
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
の
状
況
、
棺
桶
が
な
く
な
っ

た
後
は
布
団
に
丸
め
て
遺
体
を

放
置
し
た
話
な
ど
は
涙
が
出

た
。
壮
絶
な
話
の
数
々
に
気
が

引
き
し
ま
る
思
い
で
観
た
。

�8月1日よりシアター・イメージフォー
ラム（03－5766－0114）ほか全国順次公開

あ
る
日
、
こ
の
本
の
著
者
で

あ
る
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
さ
ん

が
Ｔ
Ｖ
出
演
さ
れ
て
い
た
。
彼

女
の
住
む
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
真
っ
只
中
。
リ
モ
ー

ト
で
町
の
様
子
を
語
っ
て
い
た

が
、
彼
女
と
私
の
妹
の
住
む
町

が
近
い
こ
と
や
そ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
か
ら
俄
然
、
親
近
感
が
沸

い
た
。
そ
の
時
、
著
者
の
息
子

を
主
人
公
に
し
た
本
が
紹
介
さ

れ
、
早
速
読
ん
で
み
た
。

主
人
公
の
僕
は
敬
虔
な
カ
ト

リ
ッ
ク
の
小
学
校
か
ら
、
地
元

の
元
底
辺
中
学
校
（
筆
者
が
命

名
）
に
入
学
し
て
早
々
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
主
役
級
に
抜
擢
さ

れ
る
。
…
こ
れ
は
「
自
分
を
正

し
く
表
現
す
る
力
」
を
育
て
る

れ
っ
き
と
し
た
授
業
な
の
だ
。

ク
ラ
ス
に
は
白
人
、
白
人
で
な

い
子
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、
貧
困

・
移
民
の
子
、
様
々
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
溢
れ
て
い
る
。

日
本
以
外
の
国
で
は
当
た
り
前

の
こ
と
だ
。
父
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
、
母
が
福
岡
県
人
の
僕

は
、
自
分
は
ど
こ
に
も
属
さ
な

い
と
悩
ん
だ
り
も
す
る
が
、
身

近
に
起
こ
る
差
別
や
偏
見
を
経

験
し
な
が
ら
「
自
分
は
自
分
」

と
理
解
す
る
。

様
々
な
人
が
共
存
す
る
こ
の

世
界
。
誰
も
が
「
自
分
自
身
」

を
知
り
、
自
分
と
は
違
う
立
場

や
意
見
を
持
つ
人
々
の
気
持
ち

を
想
像
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
世
界
中
で
起
き
て
い

る
色
々
な
混
乱
を
乗
り
越
え
て

い
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

著
者
と
僕
が
言
う
「
自
分
で
誰

か
の
靴
を
履
い
て
み
る
」
と
い

う
言
葉
に
私
は
痛
く
共
感
し

た
。
子
ど
も
た
ち
を
侮
っ
て
は

い
け
な
い
、
エ
ン
パ
シ
ー
が
拡

が
れ
ば
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
時
代
は
案
外
、
遠

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
小

さ
な
希
望
と
勇
気
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
大
好
き
な
「
私
の
1

冊
」
に
な
っ
た
。

�出身地 東京都
�組合歴 2017年～ 副委員長

2019年～ 執行委員長
�趣 味 釣り

『
僕
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』著
者
：
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

さ

え
き

り

か

中
央
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

佐
伯

里
香

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
死
霊
魂
』
監
督
：
王
兵
（
ワ
ン
・
ビ
ン
）

中
国
史
の
闇
を
生
き
延
び
た
者
た
ち
の

証
言
が
死
者
の
魂
を
呼
び
起
こ
す

ⒸⒸLLEESS FFIILLMMSS DD’’IICCII --CCSS PPRROODDUUCCTTIIOONNSS--AARRTTEE
FFRRAANNCCEE CCIINN〓〓MMAA--AADDOOKK FFIILLMMSS--WWAANNGG BBIINNGG22001188

生命保険や損害保険は「人生で2番目に高い買い物」と言われています。でも種類もたくさんあって、
選ぶのが難しすぎますよね。「じちろう共済」は全国の自治労組合員・その退職者が加入し、そのス
ケールメリットを生かした共済メニューを提供しています。慶弔共済（総合共済）を基本に、死亡・
重度障害に備える万一の生命共済（団体生命共済）、自動車共済（じちろうマイカー共済）など、自
治労組合員だから加入できるのが「じちろう共済」です。まずは、「自治労共済本部」HP、又は各
組合事務所まで。

（
新
潮
社
）
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